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はじめに

職務上経験される大災害や大事故などの影響に関

しては，消防職員などを中心に「惨事ストレス

（CriticalIncidentStress）」としてその現状や対応

策が検討されてきた（松井，2005など）。惨事スト

レスは，災害や事故の被災者・被害者だけでなく，

その家族や遺族，消防職員などの職業的災害救援

者，災害時に救援する立場に立つ医師や看護師，カ

ウンセラ｝，災害ボランティアにも発現することが

知られている。災害や事故などの取材・報道にあた

るジャーナリストもまた，惨事に触れ，時には長く

関わりをもつ。ジャーナリストも惨事ストレスを受

けうるのである。

しかし，ジャーナリスト自身にも，周囲で彼らを

支える人々にも，その認識は共有されていない。事

故や災害に対する取材・報道のあり方については時

に厳しい批判が寄せられるが，翻ってジャーナリス

ト側の抱えるストレスの問題に目を向けることは，

それらの改善にもつながる可能性がある。

ジャーナリストのストレスに関する研究を展開す

るにあたり，本稿では，まずⅠ章において，日本に

おける「ジャーナリストのストレス」という観点か

ら，マス・メディア論やジャーナリズム研究を分

類・整理し，それぞれの研究領域におけるレビュー

を行う2）。このレビューをふまえ，Ⅱ章では，

「ジャーナリスト」と「ストレス」との関連が，

ジャーナリズム研究の領域において注目されてこな

かった理由を考察する。ジャーナリズム論は，マス

コミ論において想定される「送り手」と「受け手」

という構図に永らく依拠してきた。しかし，報道機

関にも影響を及ぼした大規模災害を契機に，「取材

現場におけるジャーナリスト」という視点があらわ

れ，ジャーナリズムそのものが問い直されつつあ

る。Ⅱ章ではその現状も報告する。

最後にⅢ章で，精神医学や心理学においてジャー

ナリストのストレスを実証的に検討した研究，およ

び海外において構想されているジャーナリストのス

トレスケアシステムを紹介する。そして，これらを

ふまえ，今後報道機関が組織としてどのようなサ

ポートを行うべきかについて論考する。

‡ マス・メディア論およびジャーナリズム研

究にみる「ジャーナリストのストレス」

マス・メディア論およびジャーナリズム研究にお

いて，「ジャーナリスト」と「ストレス」に関連す

る議論や先行研究は，以下の4つの領域に分類され

る（1もblel）。

本章では下記態blelの分類にしたがい，主に日

本におけるマス・メディア論およびジャーナリズム

研究の中で，「ジャーナリストのストレス」がどの

2）報道や取材活動に従事する人々は，所属する組織や労

働環境によって呼称が異なる。テレビ・新聞・ラジオ

などの報道機関の申ではたらく人は「報道（マスコ

ミ）関係者」と呼ばれ，組織に属さずフリーランスで

取材活動を展開する人々は「ジャーナリスト」と呼ば

れることが多い。本稿では混乱を避けるため，報道に

関連する仕事に従事する人々を捻称して「ジャーナリ

スト」と表記する。大石（2005）は，「ジャーナリス

トとは，一般に，情報生産活動の専門的な担い手とし

て，社会的出来事に関する報道，解説，論評を行う

人々を指す。そして，ジャーナリストによって担われ

るそうした活動がジャーナリズムと呼ばれる。また，

それらの活動を行う組織，例えば新聞社，通信社，放

送局がジャーナリズムと呼ばれることもある」（大石，

2005）としている。
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℃lblel「ジャーナリスト」と「ストレス」に関わる

領域

①テロ・戦争報道

②事件・事故・災害報道

③企業・親織内の労働環境

④ジャーナリズムと倫理

ように扱われてきたのかについて，現在の研究動向

を概観する。

Ⅰ－1 テロ・戦争報道

「ジャーナリスト」と「ストレス」との関連で最

初に想起されるのは，おそらく「テロ」や「戦争」

に関する報道であろう。戟争や紛争を対象として取

材する人々は，「軍事ジャーナリスト」と呼ばれる。

その中でも特に激戦地に直接入って取材する人は

「戦争ジャーナリスト」と呼ばれる。戦争ジャーナ

リストは，戦地に赴き自らの命をかけて現地の情況

を世界に向けて発信する。1954年のインドシナ戦争

の取材中に，地雷を踏んで命を落としたロバート

キャパのように，戦場における取材活動は常に死と

隣り合わせである3）。

まず，「テロ」に関する報道では，ジャーナリス

トは強いストレスを受けると考えられるが，そこで

はジャーナリスト自身よりも，テロの被害者やテロ

リズムとマス・メディアとの関わりなどに関する議

論が数多く見られる。中日新聞・東京新開取材班

（2002）は，2001年9月11日に発生した「米同時多

発テロ」の犠牲者となった家族を取材し，突然襲っ

た彼らの悲しみを伝えている。テロリズムとマス・

メディアの関係では，テロリストの声明を伝達する

ために，テレビなどが用いられることの是非が問題

とされる。また，内藤（2003）は，同時多発テロが

報道された際，イスラム側とアメリカ側のどちらの

視点を重視して報道されていたかについて検証して

いる。

日本におけるテロリズムは，「オウム真理教」（現

アーレフ）が起こした粉本サリン事件や地下鉄サリ

ン事件をはじめとする一連の事件が，その代表的な

ものとして挙げられる。現代ジャーナリズムを考え

る会（1996）は，これらの事件で問われたテロリズ

ムと市民社会およびマス・メディアのあり方を総括

3）日本では，1970年にカメラマンの沢田数一がベトナム

戦争の取材中に狙撃され殉職している（青木，1981）。

また，2004年5月27日，イラク戦争の取材中にジャー

ナリストの橋田信介が殺害された。

しつつ，展望を試みている。

次に，戦争に関する報道の領域において，

「ジャーナリストのストレス」に関連するものを吟

味すると，戟場におけるジャーナリストのつらい体

験が語られることはあるものの，その経験自体を正

面から捉えたものはほとんどみられない（数少ない

例外として石川，1986などがある）。戟争報道では，

ジャーナリスト個人が抱えるストレスよりも，戦場

における出来事や悲惨な状況を克明に記録し，伝達

することが重要視される。たとえば，Knightley

（1975）は，19世紀のクリミア戦争から1975年に終

結したベトナム戦争までの報道を検証している。戦

場においてジャーナリストが経験した体験談は，エ

ピソードとしていくつか紹介されているものの，そ

の主たる関心は，故国の国民に対して戦争の情報が

どれほど正確に伝えられていたかを検証することに

あった。

戦争報道におけるジャーナリズムでは，旧来より

写真や映像による貢献が大きい。広河（2004）は，

戦場におけるカメラマンの存在意義とフォト・

ジャーナリズムについて述べている。また，戦争報

道では，戟場のカメラマンによって撮影された写真

が受け手に与えるインパクトや，彼らが目撃してき

たことについて語られるものも多い（日本ビジュア

ル・ジャーナリスト協会，2005；Sontag，2003）。テ

レビ映像において戦争がどのように報じられてきた

かについては，大村・渡部（2004）や桜井（2005）

に詳しくまとめられている。

戦争とジャhナリズムの領域では，戦争とマス・

メディアとの関係に注目し，戦争ジャーナリズムの

あり方を問うものが多くみられる（朝日新聞社余

部，1991；茶本，1984，1985，1989）。その中でも，

武田（2003）は，戦争とジャーナリズムとの関連に

おいて，特にマス・メディアの「宣伝」の効果に着

目し，戟争と報道の密接な関係について分析してい

る。前坂（2005）は，国家の情報統制の機能を問題

とし，「戟争とプロパガンダ」について論じている。

特に，石澤（2005）は，1990年の「湾岸戦争」にお

いてアメリカの報道機関が戦争のプロパガンダに利

用され，いわばジャーナリズムが「敗北」したこと

を問題視し，その反省から新たなジャーナリズムの

あり方を検討している。また，橋本（2006）は，国

際紛争を対象に，権力とマス・メディアと戦争の密

接なつながりを論じている。このように，戟争報道

の領域では，ジャーナリスト自身よりも，戦争と報

道機関との関係やその領域におけるジャーナリズム

のあり方が問われることが多い。それは，戦争

ジャーナリストは自らの意志で危険地帯に飛び込み
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取材を行うことから，ストレスを受けるのは当然の

ことと考えられており，また，戦争報道に携わる

ジャーナリストは特定の組織に属さず，フリーラン

スで取材活動を展開する人たちであることが多い

（橋田，2001）ためであろう。吉岡（2002）は，「な

ぜジャーナリストは戦場に行くのか？」という問い

を立て，戦場の取材に向かうジャーナリストたちの

心境に迫っているが，それは主に「ジャーナリスト

にとっての戦争報道の意義」という観点からの問題

意識である。戦争ジャーナリズムや戦争報道の領域

において，戟場を取材するジャーナリストのストレ

スに関する議論が少ない理由としては，これらの要

因が大きく作用していると考えられる

ベトナム戦争の復員兵が社会復帰する際，彼らが

戦場で抱えた多大なストレスとその回復をめぐり，

アメリカ社会は大きな課題を抱えることとなった

（Figley，1978；Herman，1992；Kardineち1941など）。

戦闘に参加する兵士だけでなく，ジャーナリストも

取材を通して彼らと同じ戦場を共有する。戟争報道

に携わったジャーナリストが，取材を通じてどのよ

うなストレスを受け，それをいかなる手だてで解消

するのかに関する研究が期待される。

‡－2 事件・事故。災害報道

「事件・事故・災害報道」領域は，ジャーナリス

トが直接事件や災害の被害者となったり，その取材

活動を行ったりすることで，ストレスを抱えること

に言及した研究や議論である。

1987年に散弾銃を待った男が朝日新聞社阪神支局

を襲撃した事件では，2人の記者が殺傷され，同社

の同僚に大きな恐怖と衝撃を与えた（朝日新聞社

116号事件取材班，2002）。

災害報道においてジャーナリストが被害を受けた

事例には，長崎県の雲仙・普賢岳の報道がある。

1991年6月3日，雲仙・普賢岳の大火砕流によって

ジャーナリストを含む43人が犠牲者となった（神

戸，1995）。天野（1991）は，ジャーナリズムの現

場が「きつい，汚い，危険」という3K職場の典型

であり，特に，雲仙の大惨事によってジャーナリズ

ムの仕事には「危険」が伴うことが明らかになった

と指摘する。

数ある災害報道の中でも，1995年1月17日に発生

した阪神・淡路大震災（1995年兵庫県南部地震）

は，6，434名の犠牲者を出すなど，都市を直撃した

災害としては未曾有のものであった。阪神・淡路大

震災ではその被害の甚大さだけでなく，地元の報道

機関が災害に巻き込まれる中で取材活動や報道が行

われたことや，被災者の安否情報などにインター

ネット上の掲示板や電子会議室が活用されるなど，

新たな報道やマス・メディアの可能性を展望するも

のとして大きな注目を浴びた（田中，1996）。

阪神・淡路大震災に関する報告は多岐にわたり，

災害後10年を経た現在においても震災とマス・メ

ディアに関わる研究の成果が発表されている（高

士，2005；山中，2005など）。震災の惨状を記録し

たものとしては，朝日新聞出版写真部（1995）や朝

日放送記録グループ（1995），神戸新聞社（1995）

などがあり，震災直後の政府や自治体の対応や，自

衛隊などの活動は，読売新聞大阪本社（1995）に

よってまとめられている。震災の現場を取材したカ

メラマンの見た風景とその体験は，アエラ編集部

（1995a，1995b）が特集を組み，詳しく報道してい

る。

また，被災地におけるマス・メディアとしてラジ

オは非常に大きな役割を果たした（小樽，1998；毎

日放送，1995；三条，1996）。毎日新聞社では『希

望新聞』が発行され，被災地以外の全国に向けた外

部を指向する報道ではなく，新聞社と被災者との関

わりを重視する報道が模索されるなど，震災を契機

に，これまでの報道のあり方を問いなおす動きが数

多くみられた（廣井，1995；黒川，1995；毎日新聞

大阪本社・毎日放送報道局，1995；中平，1995；山

田，1995）。また，被災地の取材では，ジャーナリ

ストが「取材と救助のどちらをとるべきか」という

選択を迫られる場面もあった（船津，1995；小松，

1995；黒田，1997；日下，1995）。他にも，ジャー

ナリスト自身が被災地の取材で体験したことやそこ

で感じたさまざまな思いが綴られ，そこから報道の

あるべき姿を模索する報告もある（黒田・黒田

ジャーナル，1996；三木，1996；柴田，1995）。湯

浅（1995）や法花・山崎・岸本・京原・石井・沢田

（1995），富田（1995），新聞研究編集部（1995）で

は，被災地における取材のあり方などが検証され，

将来のマス・メディアやジャーナリズムに求められ

る視点や姿勢が展望されている。

以上述べてきたように，マス・メディアやジャー

ナリズムの領域では，震災に関連する非常に多くの

報告がある。震災の現場を取材した記者に対して面

接調査を行い，それを通して彼らが抱えるストレス

を検証した研究としては小城（1997）が挙げられる

が，この種の報告は未だ数が少ない。

ト3 企業・組織内の労働環境

「企業・組織内の労働環境」領域は，企業や組織

に所属するジャーナリストを「労働者」として捉

え，その観点から彼らのストレスについて言及した
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研究や議論である。

浜口（1979）は，ジャーナリストを組織に属する

労働者として捉え，彼らが組織から受けるさまぎま

な制約などを問題視し，他の企業と同様，マス・メ

ディア組織の内部において，自由と労働者としての

権利が保証されるべきだと論じている。長時間にわ

たる過重労働を主題に取り上げたものとして広田

（1999）がある。広田は，ある新聞社で働く編集者

が，長時間労働によって過労死した実例を挙げ，新

聞社の組織内においては，記者の労働時間の把捉が

難しく，過重労働になりやすい現状を訴えている。

しかし，このような組織に所属するジャーナリスト

を労働者ととらえ，その労務管理を問題とした文献

はごく少数にとどまっている。

日本新聞協会研究所が1993年に新聞・通信社の記

者を対象にした調査（赤尾，1994）によれば，記者

の休日数は年間「100日以下」が74％を占めており，

週休二日も確保できていない層が多かった。また，

記者の46％が会社に対して「労働環境が良くない」

という不満を感じていた。

柴山（2006）は，ジャーナリストに対する意識調

査をもとに，バブル崩壊後におけるマス・メディア

産業の変化とそれにともなう企業的変質の結果，

ジャーナリストの使命感や意識が衰えつつある現状

を分析している。柴山は，「ブランド化した大企業

としての新聞社の発展が新聞記者の価値観やジャー

ナリズムの公共性の考え方の変容をもたらした。

ジャーナリズムの原理や役割が時代とともに変化し

ているのではなく，メディア産業の発展と変化が，

日本の新聞やジヤ←ナリズムの中身を変質させたと

考えることができる」（柴山，2006）と論じている。

ジャーナリストの中でも特に新聞記者の労働の実

態，特に，彼らの職場において自由な議論や意思疎

通が醸成されにくい状況について述べられたものと

して，斎藤（1992）がある。また亘（2004）は，現

場に出て取材をしてきた新聞記者の意見と，新聞社

の編集方針が食い違うことから，記者自身の意思が

抑圧されるジレンマを指摘している。

江刺（1997）は，ジャーナリストの中でも，明治

から昭和にかけて登場した女性の新聞記者に焦点を

あて，彼女たちの活躍と，当時の女性差別の風潮が

色濃く残る社会において彼女たちが苦悩する姿を描

いている。女性記者の歴史をたどったものとしては

岡（1983）があり，女性記者の労働の実態や彼女た

ちの社会的評価などについて論じられているものも

ある（米田，1994；岸野，1980）。

米国では，すでにジャーナリストとストレスとの

関係に大きな関心が寄せられ，彼らの労働環境が調

査・報告されるとともに，対策が検討されている。

橋本（1997）は，米国において「米国新聞編集者協

会（ASNE）」が行った「90年代の新聞ジャーナリ

スト」と題する調査結果を紹介し，アメリカの新聞

記者が編集と報道の現場で感じる不満やストレス，

悲観などを感じている実態を報告している。この

「ストレス」は，新聞記者が自分の所属する新聞社

の労働環境に対して不満をもったり，新聞業界にお

いて将来の展望がもてず，悲観したりしていること

を指している。1990年代後半から，米国の新聞社で

は経営側が新聞編集の現場に対して大きな影響力を

もつようになり，「ここのところ米国の新聞社は決

算上きわめて良好な業績が続いているが，それには

各社の実施してきたリストラクチャリングも大きく

貢献している。ことに株式を上場している大手新聞

グループでは，短期に利益を出すことを求められる

から，不採算部門の売却や人員のレイオフ，バイア

ウトといった厳しい手段が用いられる」（橋本，

1997，p．61）ようになったという。株式市場に上場

している新聞社であればあるほど，予算の削減や編

集局に対する資本投下が行われなくなり，慢性的な

人員不足に陥っている。現在の米国の記者は，この

ような労働環境に対して，ストレスとフラストレー

ションとペシミズムを強めている。現在の米国にお

ける労働環境の実態が調査から浮き彫りになってい

る。

また，ジャーナリストの「バーンアウト（燃え尽

き症候群）」については，サピオ編集部（1999）が，

『コロンビア・ジヤ｝ナリズム・レビュー（qR）』

に掲載されたフリーランス・ジャーナリストの

ジョ｝ンマリー・カルターのコラムを紹介してい

る。qRは，米国のジャーナリズムにおいてもっと

も権威ある雑誌のひとつであるが，ジャーナリズム

を「常に，し烈な競争，締め切りのプレッシャー，

長時間労働，そして低賃金の過熱した組み合わせと

いうストレスいっぱいの仕事である」（サピオ編集

部，1999，p．83）とし，「彼らは苦痛に満ち，混沌

として世界に直面しながらも，客観的なオブザー

バ｝として自分を押し殺し，困難に立ち向かわなく

てはならない。手を引くことも簡単にはできない。

というのも，ジャーナリストというのは仕事に使命

感をもっているからだ」と述べ，ジャーナリストの

「燃え尽き」について警鐘を鳴らしている。

以上 まとめてきたように，報道機関に従事する

人々を「労働者」と捉えた議論は散見されるもの

の，日本における体系的な議論は今後の課題にとど

まっている。また，現在の日本では，ジャーナリス

トのストレスに関して，海外の取り組みを紹介する
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動きはまだ限られている。

Ⅰ－4 ジャーナリズムと倫理

「報道に従事するジャーナリストは社会的にどの

ような役割を担い，また，現場で実際にどのような

取材活動を展開するべきなのか」という議論が，

「ジャーナリズムと倫理」の領域である。ジャけナ

リズム研究におけるマス・メディアは，司法・立

法・行政に次ぐ「第四権力」の側面が強調され，そ

の観点から社会にあるさまぎまな問題について警告

を発する「社会の木鐸」としての役割が期待されて

きた。ジャーナリストは，他者を批判する職業であ

り，それは憲法第21条の「言論，出版その他の一切

の表現の自由」により保障されているため，ジャー

ナリストには社会一般のモラルよりも厳しい倫理が

課せられる（原，1997）。ジャーナリズムの倫理は

取材時の指針となるが，社会的なモラルと衝突した

際に，逆にそれらが彼らの心理的な障壁や何らかの

重圧となり，ジャーナリスト自身のストレスに影響

を及ぼすことも考えられる。原（1997）は，ジャー

ナリストとはジャーナリズムの倫理と社会的モラル

との間に立つ存在であり，「どんな場合にも冷酷に

記録者のポジションを守ってファインダいをのぞき

続ける，そういう人間の存在価値を社会がいつも受

け入れるとは限らない」と指摘している。

徳山（2001）は，現場において撮影するカメラマ

ンを対象に，ジャーナリストの職務としての写真撮

影か，人間としての倫理のどちらを優先するべきか

という倫理の葛藤を問題としている。1994年，南ア

フリカの報道写真家ケビン・カーターが撮影した

「ハゲタカと少女」の写真はビューリッツア賞を受

賞した。しかし，その写真をめぐり，「写真を撮影

している暇があれば，なぜ，少女を助けなかったの

か」という非難の声が高まった。また日本では，

1985年に豊田商事の永野一男会長が自宅マンション

に詰めかけた多数の報道陣の目の前で2入組に刺殺

され，社会から「マス・メディアは凶行を阻止でき

なかったのか」という批判を受けている。

このように，「ジャーナリズムと倫理」の領域で

は，ジャーナリストがジャーナリストとして報道す

る使命と，社会的モラルとの狭間で苦悩する姿が浮

かび上がってくる。ジャーナリズムと倫理の問題は

マス・メディアの報道全般にわたるため，この領域

における「ジャーナリストのストレス」について

は，特定のトピックに付随して語られることはある

ものの，いまだ体系的に論じられていないのが現状

である。

Ⅱ「ジャーナリストのストレス」への視座

「ジャーナリストのストレス」を，普段の職務を

果たす上で生じる日常の「職務ストレス」と，

ジャーナリストが大災害や大事故に遭遇し，悲惨な

現場を目撃することによって心に強い傷を負う「惨

事ストレス」（松井，2005）に分けて考えると，前

章の分類における①戟争報道と②事件・事故・災害

報道は「惨事ストレス」に，③企業・組織内の労働

環境は日常の「職務ストレス」に，それぞれ該当す

ると考えられる。また④ジャーナリズムと倫理は，

双方に関連する領域である。ジヤ｝ナリストの「職

務ストレス」は比較的早くから認識されていたのに

対し，「惨事ストレス」は報道機関が大災害に巻き

込まれる出来事を契機に関心が高まってきている。

本章では，日本におけるジャーナリズムが大災害の

報道を契機に，ジャーナリストに対する視点に変化

がみられつつある背景について考察する。

Ⅱ－1 ジャーナリズムと「人権」

すでに述べたように，ジャーナリズムは社会の

人々に真実を伝達するために，権力からの独立を標

模し，社会におけるさまざまな問題を報道すること

で，人々に警告を発することを使命とする。しか

し，同時に，マス・メディアには，自身のもつ社会

的影響力のため，さまざまな責任が課せられている

（渡辺，2004）。たとえば，日本におけるジャーナリ

ズムの基本精神は，1946年7月23日に，日本新聞協

会の設立とともに制定された「（旧）新聞倫理綱領」

において端的に示されている。この綱領は7つの項

目に大別され，それぞれ，①報道の自由，②報道，

評論の限界，③評論の態度，④公正，⑤寛容，⑥指

導・責任・誇り，⑦品格となっており，これらが

ジャーナリズムの基本精神ととらえられている。ま

た，マス・メディアには，センセーショナリズムの

みを求める「イエロー・ジャーナリズム」に陥らぬ

ように，一定の制限が設けられる（Kronenwetteち

1988）。このように，ジャーナリズムの領域では，

「社会的強者」としてジャーナリズムが想定され，

報道を通じて取材対象者に対してどのような影響・

効果を与えるかが，議論の焦点となる。

特に，マス・メディアの犯罪報道では，取材対象

者への「過熱取材」（＝メディア・スクラム）や誤

報・虚報により，「プライバシーの侵害」，「人権の

侵害」，「冤罪」などの「報道被害」が問題とされる

（鶴岡，2004）4）。これらの「報道被害」については，

浅野（1甲4，1996，1997a，1997b，2003）において
詳しく論じられている。小林（1998）は，報道の自
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由と事故・事件の被害者の顔写真とプライバシー侵

害について，松井（2000）は，少年事件をマス・メ

ディアが実名を報道することの是非について，それ

ぞれ論じている。また，メディアと人権を考える会

（1993）では，マス・メディアの報道が引き起こす

社会的な影響，特に，報道される側の人権につい

て，包括的な議論をまとめている。この議論では，

いずれも報道機関のもつ「暴力」が自覚され，それ

らを未然に防ぐた捌こ，ジヤ｝ナリストに対して求

められるべき行動理念が説かれている。また，マ

ス・メディアの報道においても，公平性を重んじ，

「不偏不党」や「客観報道」といった原則を遵守す

ることが求められる。そこでは，犯罪報道や過熱取

材を通して，報道される側を抑圧する「権力として

のジャーナリズム」の姿が措かれ，ジャーナリスト

の取材対象者に対する配慮やいたわりが基調とな

る。

また，ジャーナリズムが「権力のチェック」を標

傍すると，それにともなってジャーナリストという

職業に対して社会的な使命が付与される。「権力

チェックというジャーナリズムの原点は，極論すれ

ば，ジャーナリストひとり仙人が命がけで守らねば

達成できないものなのである。新聞社が組織として

自然に守ってくれるというようなものではない。

ジャーナリストひとり一人の『個』にまで立ち戻っ

てきてしまうのであり，事実『個』に支えられなけ

れば，極めて弱いものでしかないのである」（川

崎・柴軌1996）と端的に述べられているように，

ジャーナリストには，「精神的に強くあるべきだ」

や「強い人だけが続けられる」などの社会的イメー

ジが先行しやすくなり，さらに，ジャーナリスト自

身もそのような自己像を抱くことにつながる。そ表t

ゆえ，ジャーナリスト個人には，自己のストレスを

対象化して捉えにくい構造があると考えられる。こ

のことは，前章の「事件・事故・災害報道」で整理

4）マス・メディアの虚報・誤報による「冤罪」について

は，1994年に長野県・松本市で発生した「松本サリン

事件」が代表的なものとして挙げられる。事件の第一

通報者の会社員が，マス・メディアの激烈な取材攻勢

の結果，弁明もままならぬままほぼ犯人としての扱い

を受けたことは記憶に新しい（林・松本美須々ケ丘高

校・放送部，2004；河野，2001a，2001b）。「冤罪」

は，ジャーナリズムにおける真実追究の取材姿勢がセ

ンセーショナリズムに陥った結果生じるものであり，

マス・メディアによる冤罪が発生した場合，その人の

社会的信用は剥奪さ頚t，それ以後の社会生活自体が脅

かされるなど，個人としてはほぼ身を守る術がない状

況におかれる。

したように，ジャーナリストが取材の過程において

経験した苦悩や重圧などがある事件やトピックに付

随して取り扱われることが多かったことにもあらわ

されている。

さらに，以上述べたようなジャーナリズムの視座

は，マスコミ研究において想定される「送り手」や

「受け手」といった構造にも影響を受けている。マ

スコミ論では，一般に，情報を伝達する「送り手」

とその情報を受け取る不特定多数を「受け手」とに

大別し，送り手の情報が受け手に対していかなる影

響をもたらし，世論形成にどのように作用するのか

という「マスコミの効果」を分析することを主眼と

していた（田崎，1992）。多くのジャーナリズム研

究や倫理はこの枠組みに立脚しており，その構図に

沿って「送り手」や「受け手」のそれぞれの姿を構

築してきた。大石は，「特に日本社会において

ジャーナリズム論は，ジャーナリズムの組織や個々

のジャーナリストが抱く思想やイデオロギーに着目

しつつ，ジャーナリズムの現状を批判することで，

おもに規範的観点からジャーナリズム論を展開して

きた。ところが，日本の経験主義的マス・コミュニ

ケーション論は，受け手に対するマス・メディア効

果の問題に関心を集中させてきた」と述べている

（大石，2005）。

以上のように，ジャーナリズムや倫理が論じられ

る場合には，ジャーナリスト自身のことよりも，

「報道・取材される側」に対してどのように配慮し

ながら取材に臨み，報道するかが重視されやすく，

取材にあたるジャーナリスト自身に向けられる視点

は構築されにくいといえる5）。

Ⅱ一2 「ジャーナリストのストレス」という視点

これらの構造は，1991年に発生した雲仙・普賢岳

の大火砕流や，1995年の阪神・淡路大震災などの災

害報道を通して変更を迫られることになる。たとえ

ば，マス・メディアは普段「現場」とは離れた場所

にいて，事件や事故が起こるとその現場に赴き，取

材活動を展開するが，大災害などにより報道機関ご

と被害を受けることで，「取材者」と「対象者」と

いう境界が失われ，それまで自明とされてきたマス

5）また，新聞記事の記述形態に注目すると，記事では起

こった出来事を「客観的」に受け手に伝達することが

重要な目的になるため，意見記事をのぞいてジャーナ

リスト自身の「私」が主語とはなることはほとんどな

い。近年では記事に署名を付加することも増えたが，

このような記事における記述のあり方が，ジャーナリ

スト個人の自己を捉えにくくする構造に影響を及ぼし

ているのかもしれない（大石，2005）。
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コミの報道のあり方に，さまざまな疑問が投げかけ

られることになった。上述したように，阪神・淡路

大震災では報道機関を含めて災害に巻き込まれたこ

とによって，取材対象者である被災者とジャーナリ

スト自身が同一の環境におかれ，災害の現場では目

の前で被災している人を助けるべきか，それとも

ジャーナリストに徹して目の前の状況を報道するべ

きかという選択が迫られる場面が数多くみられた。

また，外部から被災地に応援に来たジャーナリスト

が対外的に必要とする情報と，地元のジャーナリス

トが地元の被災した人々のために送るべき情報との

間に生じた意識のズレなども指摘されている（神

戸，1995；小城，1997）。

阪神・淡路大震災以降，被災者の「惨事ストレ

ス」に対する「心のケア」に社会的な関心が寄せら

れ，心に傷を負った人々を緩和するようなケア体制

が模索されるようになった（加藤，1999など）。震

災の報道を機に，「惨事ストレス」に関心が高まっ

てきたことによって，被災地や事故現場において取

材活動を展開するジャーナリストも何らかの形で

「現場」を共有し，悲惨な現場や惨状を目撃すると

いう認識が得られるようになった。それにともな

い，ジャーナリズムの領域においても，「ジャーナ

リストであり，一人の人間でもある」という見方が

あらわれてきたと考えられる。事実，泊（2005）

は，2005年4月25日に発生した口R福知山線脱線

事故」の報道において，犠牲者やその遺族に対する

取材活動を展開する中で，多くの記者が苦悶・苦闘

していた姿に焦点を当て，その実態を報告してい

る。

ジャーナリズムは，マス・メディアによって社会

的に問題となるような取材活動や報道が繰り返され

るたびに，それを克服するべき課題として受け入

れ，理想とされる姿に近づくよう努力してきた。報

道機関をも含む大規模災害の取材活動を通じて，

ジャーナリズムは新たな課題や視点を手にしつつあ

るといえる6）。

6）インターネットの時代を迎えるにあたり，マスコミ論

ではこれまで「受け手」とされてきた人々が，イン

ターネットのウェブログ（ブログ）などを介して情報

を発信する「送り手」の地位を獲得しつつある。2003

年の「イラク戦争」では現地在住のブロガーの書き込

みによって当地の情報が世界に伝えられ，世論形成に

大きな役割を果たした（桃壕，2004）。このことは，

ジャーナリズムにも大きな変容を迫る出来事であると

考えられる。

Ⅱ ジャーナリストのストレス対策

ジャーナリストのストレスについては，ケアのた

めにいかなる対策が考えられるであろうか。最後に

本章では，アメリカを中心として展開されている

ジャーナリストの職務ストレスや惨事ストレスに関

する研究と支援の実践活動を紹介した後，今後の日

本の報道機関におけるジャーナリストのストレス対

策に対する展望を試みる。

Ⅱ－1 ジャーナリストの惨事ストレスに関する

研究

ジャーナリストの惨事ストレスに関する研究は，

精神医学や心理学的調査に散見される。

ジャーナリストの職務ストレスに関しては，

Fischer（1985）が，ドイツとスイスで285人の

ジャーナリストを対象とした調査を行っている。調

査の結果，ジャーナリストの勤務時間の長さと時間

的なプレッシャー，仕事量の多さ，家族間題などが

明らかになったが，一方で8割の回答者が職場で幸

福感を感じていることも明らかにされている。

ジャーナリストの惨事ストレスに関しては，

托einkel，Koopman＆Spigel（1994）が死刑執行を

みた15人の反応を分析し，執行を目撃することによ

り，解離症状がみられたと報告している。

ジャーナリストの惨事ストレスに関する研究が数

多く報告されるようになったのは1990年代後半から

である。

Simpson＆Boggs（1999）は，アメリカのミシガ

ンとワシントンの新聞記者を対象に調査を行い，

131人の回答を分析している。86％の回答者は暴力

的な事件の報道に携わっていた。外傷後ストレス障

害のリスクを測定する出来事衝撃尺度（Impactof

Event Scale：IES）への回答をみると，「そのこと

は，実際には起きなかったとか，現実のことではな

かったような気がする」という項目を除くすべての

項目について，6～9割の回答者が肯定していた

（never以外の選択肢を選んでいた）。IESの平均得

点は（0一卜3－5の得点化方式において）11．96であ

り，消防士の回答と同程度であった。また，記者や

カメラマンの経験が長いほど，IESの得点が高かっ

た。

McMahon（2001）はオーストラリアのメルボル

ンのジャーナリスト279名を対象に調査を行った。

同調査では，過去3年間に自身の外傷的な経験の物

語を報告した32名（外傷群）とそうした経験がない

25名（対照群）とを比較した。比較の結果，精神健

康調査票（GeneralHealtbQuestionnaire：GHQ）12
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項目版とIESの得点，特に「侵入」得点に有意差が

みられ，いずれの得点も外傷群が高かった。すなわ

ち，外傷群は精神的に不健康で（GHQ12），外傷的

経験後に当時の記憶が侵入的に思い出されたり

（IES侵入），出来事の想起を避けたりする（IES回

避）症状が多くみられた。ただし，これらの症状は

時間経過とともに低減していた。年齢別にみると，

高齢層は若い層に比べ，IESの回避得点と侵入得点

が高かったが，不安と身体反応は低かった。女性

ジャーナリストは男性ジャーナリストより，不満と

不眠を多く訴えていた。外傷的な話を報道した後の

ストレスに対する対処行動としては，「脱人格化・

情緒的に関与しないこと・距離を置くこと・否認・

思考の抑圧・そのことに関する思考回避」が多くみ

られた。

托instein，Owen＆Blair（2002）はCNN（Cable

News Network）やBBC（British Broadcasting

Co叩Oration）などの戟争ジャーナリスト（war

jounalist）140人と，戦争報道に携わったことのな

いジャーナリスト107名（対照群）に，双方向的

ウェッブ調査を行うとともに，28名の戦争ジャーナ

リストに面接調査を行った。戟争ジャーナリストは

対照群に比べ，改訂版出来事衝撃尺度（IES－R），

ペック抑鬱尺度，G‡iQ28項目版の得点が高く，ア

ルコールの摂取単位が多かった。すなわち，戦争を

報道したジャーナリストには，外傷後ストレス障害

の症状（IES－R侵入，IES－R回避，IES－R過覚醒）

が多くみられ，精神的に不健康で，アルコールを多

く飲んでいた。しかし，臨床的なケアを受けた経験

率は，両群に差がなかった。

Pyevich，Newman＆Daleiden（2003）はアメリ

カの日刊新聞記者3，713名を対象にして電子メール

での調査を行い，返信された906名の回答（回収率

24．4％）を分析している。外傷後ストレス障害の

チェックリスト（PCL）による外傷後ストレス障害

のリスク率（カットオフ得点は44点）は4．3％で，

外傷的な出来事に多く遭っている人ほど，リスク率

が高かった。

Newman，Simpson＆Handschub（2003）は，写

真ジャーナリストを対象に質問紙調査を行い，報道

に伴う外傷経験を尋ねた。875名の回答を分析した

結果，98％が外傷体験を有しており，6％が外傷後

ストレス障害の基準を満たしていた。また，外傷的

な仕事の数が多いほど，個人的を外傷経験の数が多

いほど，同僚や上司のソーシャル・サポートが減少

しているほど，いずれも外傷後ストレス障害の危険

性が高まる傾向がみられた。また，ジャーナリスト

に対して，報道に伴う外傷経験に関する情報を提供

することの重要性が明らかになった。

Czecb（2004）は，Simpson＆Boggs（1999），

Newman，Simpson et al．（2003）お
よ び托instein

etal．（2002）の計3種類の調査結果を紹介し，

ジャーナリストも睡眠障害ヤフラッシュバック，そ

して極端な場合には外傷後ストレス障害に苦しむこ

とがあるとまとめている。

托instei‡ユ＆Nicoison（2005）はイラク戦争で軍

隊への同行取材を行ったジャーナリスト

（embeddedjournalist）と独立して取材を行った

ジャーナリストにおけるIES－R，GHQ28項目版な

どの得点を比較し，有意差がなかったと報告してい

る。ただし，ジャーナリストは，国際連合の救援職

員（reliefworker）よりIES－R得点が高かった。

日本では，筆者らが日本のジャーナリストへの面

接調査を開始し（松井・板村・福岡・安藤・井上・

小城・畑中，2006など），また加藤・小西（2006）

が戦争ジャーナリストへの面接調査を行っている

が，いずれも探索的な検討にとどまっている。

Ⅱ－2 海外の報道機関におけるストレス対策

海外では，すでに組織としてジャーナリストをサ

ポートする体制が模索されている。ここでは，

「ジャーナリストのストレス」に関する海外の取り

組みを参考に，今後の日本において求められる

「ジャーナリストのストレス」への対策について考

察する。

Kafcaloudes（2002）は，世界で活躍するジャー

ナリスト50人に対して「惨事ストレス」に関するイ

ンタビュー調査を実施するとともに，ジャーナリス

トのストレスやトラウマに関して積極的に取り組む

大学・団体や，ストレスケアのシステムを導入する

報道機関などを取材している7）。その結果，ジャー

ナリストに対するケアシステムでは，′mble2に示

す11の要素が重要であると提言している。

下記′指ble2に列挙したポイントは，ジャーナリ

ストの「トレーニング」（①～⑥）と，「カウンセリ

ング」（⑦～⑲）との2つの領域に分けられる。「ト

レーニング」（（D～⑥）は，ジャーナリストが取材

時にストレスやトラウマを抱える可能性があること

をあらかじめ知り，自身の取材活動の中に組み込ん

7）Kakaloudes（2002）が取材した大学・団体・報道機

関は，ワシントン大学，ミシガン州立大学，カーデイ

フ大学，カールトン大学，南カリフオルニア大学，カ

ナダ放送協会（CBC），ドイツラジオ局のドイチェ・

ヴ ェ レ（Deutscbe Welle），オ ラ ン ダ のRadio

Netherlands，BBC，Newl払rkⅥmes，Baltimore Sun，

CNNなどである。
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′払ble2「惨事ストレス」のケアシステム

トレーニング カウンセリング

①proぬssional甘aining（専門的訓練）

②EarlyTねining（初期訓練）

③Incorporated7taining（訓練の組み込み）

④Mid－Career甘aining（中間訓練）

⑤Management甘aining（管理者の訓練）

⑥outside Tとaining（外部での訓練）

⑦peer Counse110rS（同僚カウンセラー）

⑧competent counselling（監督的カウンセリング）

⑨CompulsoryCounselling（強制的カウンセリング）

⑲BuddySystem（バディシステム）

その他

⑪culturalConsiderations（文化的考慮）

でいくことを指している。また，ジャーナリスト自

身の訓練だけでなく，彼らの上司やカウンセラーが

ストレスについて適切なトレーニングを受けておく

ことの重要性も指摘されている。

「カウンセリング」（⑦～⑲）には，ジャーナリス

トが抱えたストレスやトラウマに対し，その解消に

有効であると思われるさまざまなカウンセリングの

種類が挙げられている。その他の⑪「文化的考慮」

は，文化や社会によってジャーナリストのストレス

やトラウマのとらえ方の違いを指しており，ストレ

スのケアシステムを構築する際には，それら文化

的・社会的背景の遠いを考慮することが必要不可欠

であると述べている。

BBCでは，記者の惨事ストレスに対し，「TRiM」

（甘aumaRiskManagement）システムが導入されて

いる（松井，2006）。

ジャーナリズムの領域では，「ジャーナリストを

どのように教育するか」が大きな問題となっている

（徳山，2003）。ジャーナリストが抱えたストレスを

「取材後」にサポートするシステムだけでなく，上

述してきた消防組織における惨事ストレス対策や，

海外の報道機関においてすでに導入されているスト

レスケアシステムの実例に倣い，現場に向かう

ジャーナリストに対して，ストレスに関する「取材

前」の理解や，「取材中」の現場への介入，「取材

後」のカウンセリングやピアサポートなど，各段階

におけるケアシステムを構築することが肝要であろ

う。

おわりに

マス・メディア論やジャーナリズム研究の領域に

おいて「ジャーナリスト」や「ストレス」をキー

ワードに先行研究を概観すると，ジャーナリスト自

身のストレスを主として論じたものは少ない。

「ジャーナリストのストレス」については，災害時

における個別の報告や議論は散見されるものの，研

究および学問，さらには対策としてまとめられたも

のはないというのが現状であるといえよう。ジャー

ナリスト自身のストレスは，ジャーナリズムの倫理

や職業の特殊性などの観点のために認識の風上から

滑り落ち，対象化されてこなかったのではないかと

考えられる。

ジャーナリズム研究の領域では，マス・メディア

による「プライバシーの侵害」「やらせ」「報道被

害」「誤報・虚報」などの問題を通して「ジャーナ

リズムの危機」が繰り返し叫ばれ，その度に，それ

を克服するべき新たなジャーナリズムの確立が目指

されてきた。すでに述べたように，被災地や災害現

場を取材するジャーナリストも，その「現場」を共

有している。「ジャーナリストのストレス」に対し

て新たな関心が集まり，従来のジャーナリズム研究

では看過されていた新たな視点が見いだされること

は，今後のジャーナリズム研究の射程を広げること

につながり，より質の高い報道に向けた取り組みに

寄与すると考えられる。

なお，本稿におけるジャーナリストのストレス対

策は，主に組織に所属する人たちを対象として述べ

てきた。今後とも，組織に属するかどうかにかかわ

らず，ジャーナリストのストレスやトラウマに関す

る研究の蓄積が求められる。
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